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著
　
書
二〇〇九年
　
一月

『ディドロとルソー
　
言語と《時》
─
十八
世紀思想の可能性』 （思文閣出版）
学術論文
一九七四年十一月

「安藤昌益とジャン
=
ジャック・ルソー

─
文明論としての比較研究」 （ 『比較文學
研究』第二十六号、東大比較文學會）
一九七八年
　
六月
	
「ルソー と不可逆の〈時〉 」 （ 『思想』№467、岩波書店）
　　　　　　
十月

「起源と剰余
─
六十年代以降のルソー研
究の動向から」 （ 『社会思想史研究
　
社会思
想史学会年報』第二号、社会思想史学会）

「クロード
=
アドリアン・エルヴェシウスの
知の地平
─
《
Juger,cʼestsentir 》をめぐっ
て」 （ 『フランス語フランス文学研究』
Vol.
33、
日本フランス語 文学会）
一九八一年
　
九月

「ディドロの比喩
─
『ダランベールの夢』
読解の試み」 （ 『東京女子大学紀要論集』第
三十二巻第一号）
一九八二年
　
一月

「シュピッツァーとディドロ
─
文体分析
と時間性」 （ 『東京女子大学附属
　
比較 化
研究所紀要』第四十三巻）
一九八三年
　
六月
	
「ディドロとルソー
　
内在と外在
─
言語
コミュニケーションをめぐって」 （ 『思想』№
708、岩波書店）
　　　　　
十一月

「自伝の〈時〉
─
新井白石『折たく柴の
記』における〈時〉の表現をめぐって（佐伯彰一編『自伝文学の世界』 、朝日出版社）
一九八四年
　
十月
	
「ディドロの言語と〈時〉
─
『聾唖者につ
いての手紙』の考察を中心に」 （ 『思想』№724、岩波書店）
一九八五年十 月

「 〈啓蒙〉の知と主体の問題
─
ディドロ・
ルソー・エルヴェシウスの視界」 （大森荘蔵ほか編『新・岩波講座〈哲学〉第十五巻　
哲学の展開
　
哲学の歴史
2』 、岩波書店）
一九八七年
　
一月

「明治期文明論の時間意識
─
徳富蘇峰
『将来之日本』における明治日本の現在」
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（ 『東京女子大学附属
　
比較文化研究所紀
要』第四十八巻）
一九八九年
　
五月

「 『紅楼夢』における文明論的切断と近代日
本」 （ 『江戸の思想
　
論集』 、高崎哲学堂設
立の会）
一九九二年
　
一月

「十九世紀人類学と近代日本
─
足立文太
郎を中心として 東京女子大学比較文化研究所紀要』第五十三巻）
一九九四年
　
十月

「科学テクストの文体
─
大橋力『情報環
境学』 」 （大沢吉博編『叢書比較文学比較文化
6テクストの発見』 、中央公論社）
一九九七年
　
一月

「 「寒月君」と寺田寅彦
─
西洋文明として
の近代科学」 （ 『東京女子大学比較文化研究所紀要』第五十八巻）
二〇〇二年
　
九月

「寺田寅彦の文体
─
生命の物理学」 （ 『比較
文學研究』第八十号、東大比較文學會）
二〇〇五年
　
九月

「寺田寅彦の物理学と〈二つの文化〉 」 （ 『東
京女子大学紀要
　
論集』第五十六巻一号）
二〇一四年
　
九月

「寺田寅彦の文学表現として 「随筆」に
ついて」 （ 『日本比較文学会東京支部研究報
告』第十一号）
二〇一五年
　
三月

「大正九年における寺田寅彦の随筆の始ま
り」 （ 『東京女子大學
　
日本文學』第百十一
号、東京女子大学学会日本文学部会）
書
　
評
一九七七年十一月

「日野竜夫著「江戸人とユートピア」 」 （ 『比較文學研究』第三十二号、東大比較文學會）
一九八一年
　
七月
	
「作田啓一著「ジャン＝ジャック・ルソー─
市民と個人」
─
ルソーと〈近代〉の閉
域」 （ 『思想』
№
6
8
5
、岩波書店）
一九八二年
　
四月

「竹田晃著「中国の幽霊
　
─
怪異を語る
伝統」 」 （ 『比較 四十一号、東大比較文學會）
一九九〇年
　
三月

「 「中江兆民のフランス」井 進也」 （ 『比較文学』第三十二巻、日本比較文学会）
一九九三年
　
六月

「牧野陽子著「ラフカディオ・ハーン」出版記念会」 （ 『比較文學研究』第六十三号、東大比較文學會）
一九九五年
　
三月

「Ｂ・Ｍ・ボダルト
=
ベイリー著（中直一
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訳） 『ケンペルと徳川綱吉』 」 （ 『比較文学』第三十七巻、日本比較文学会）
一九九九年
　
八月

「 『福沢諭吉のすゝめ』 （大嶋仁） 」 （ 『比較文
學研究』 七 四号 東大 學會
二〇〇二年
　
三月

「稲賀繁美編著『異文化理解の倫理にむけ
て』 」 （ 『比較文学』第四十四巻、日本比較文学会）
二〇〇四年
　
三月

「千葉一幹著『賢治を探せ』 」 （ 『比較文学』
第四十六巻、日本比較文学会）
二〇〇五年
　
三月

「西原大輔著『谷崎潤一郎とオリエンタリ
ズム
─
大正日本の中国幻想』 」 （ 『比較文
学』第四十七巻、日本比較文学会）
二〇〇七年
　
三月

「野田康文著『大岡昇平の創作方法
─
『俘虜記』 『野火』 『武蔵野夫人』 」 （ 『比較文学』第四十九巻、日本比較文学会）
二〇一二年
　
三月

「二〇一一年度日本比較文学会賞受賞
　
加瀬佳代子著『Ｍ・Ｋ・ガンディーの真理と悲暴力をめぐる言説史
─
ヘンリー・
ソロー、Ｒ・Ｋ・ナラヤン、Ｖ Ｓ・ナイポール、映画『ガンジー』を通して 」
（ 『比較文学』第五十四巻、日本比較学会）
その他
一九七七年
　
六月

「パリ・日本・テクスト」 （ 『比較文學研究』
第三十一号、東大比較文學會）
一九八〇年
　
十月

「比較文化研究、三つの可能性」 （ 『比較文
化』二七
─
一、東京女子大学附属比較文化
研究所）
一九八一年
　
三月

「 「若手研究者懇談会」のこと」
化』二七
─
二、東京女子大学附属比較文化
研究所）
一九九三年
　
三月

「日本比較文学会会員 分野ディレクト
リ補遺」 （ 『比較文学』第三十五巻、日本比較文学会）
一九九五年十二月

「比較文学を学ぶための 献案内」 （松村昌
家編『比 を学ぶ人のために』 、世界思想社）
一九九七年
　
八月

「追悼・神田孝夫教授
　
神田先生に教えら
れたこと」 （ 『比 學研究』第七十号、東大比較文學會）
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一九九八年
　
十月

「第十五回公開シンポジウム
　
生命倫理の
比較文化（司会） 」 （ 『比較文化』四五
─
一、
東京女子大学比較文化研究所）
二〇〇四年
　
三月

「俳諧と物理学
─
寺田寅彦の
2つの世界
─
」 （ 『比較文化』五〇、東京女子大学比
較文化研究所）
二〇〇五年十一月

「追悼・大澤吉博教授
　
大澤吉博さんとと
もに歩む」 （ 『比較文學研究』第八十六号、東大比較文學會）
二〇〇九年
　
六月

「追悼・内藤高教授
　
内藤高さんのこと」
（ 『比較文學研究』第九十三号、東大比較文學會）
二〇一一年
　
九月

「シンポジウム
　
映画の表現、文學の表現
─
比較文学からの視野」 （ 『日本比較文学
会東京支部研究報告』第八号）
二〇一三年十 月

「比較文学比較文化で読み直す寺田寅彦
の文学と科学」 （ 『東京女子大学
　
学報』
二〇一三年度第三号）
